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研究の研究の研究の研究の研究の研究の研究の研究の目的目的目的目的目的目的目的目的

　

　釜山市は、斜面地を特徴とする都市景観を有しており、自然的景観要素と釜山市は、斜面地を特徴とする都市景観を有しており、自然的景観要素と釜山市は、斜面地を特徴とする都市景観を有しており、自然的景観要素と釜山市は、斜面地を特徴とする都市景観を有しており、自然的景観要素と
人工的景観要素の融合した特徴的な景観を望むことができる。しかし、人口人工的景観要素の融合した特徴的な景観を望むことができる。しかし、人口人工的景観要素の融合した特徴的な景観を望むことができる。しかし、人口人工的景観要素の融合した特徴的な景観を望むことができる。しかし、人口
の増加と地形的制約のため、斜面地における高層アパートの乱立が目立つよの増加と地形的制約のため、斜面地における高層アパートの乱立が目立つよの増加と地形的制約のため、斜面地における高層アパートの乱立が目立つよの増加と地形的制約のため、斜面地における高層アパートの乱立が目立つよ
うになり、自然景観の破壊を引き起こすこととなった。うになり、自然景観の破壊を引き起こすこととなった。うになり、自然景観の破壊を引き起こすこととなった。うになり、自然景観の破壊を引き起こすこととなった。

　本研究は、建物高さ制限に着目し、３次元ＣＧを用いてマクロ的見地から　本研究は、建物高さ制限に着目し、３次元ＣＧを用いてマクロ的見地から　本研究は、建物高さ制限に着目し、３次元ＣＧを用いてマクロ的見地から　本研究は、建物高さ制限に着目し、３次元ＣＧを用いてマクロ的見地から
山並み景観の保全に関して検討することを目的としている。山並み景観の保全に関して検討することを目的としている。山並み景観の保全に関して検討することを目的としている。山並み景観の保全に関して検討することを目的としている。

研究の目的研究の目的研究の目的研究の目的



研究の手法研究の手法研究の手法研究の手法研究の手法研究の手法研究の手法研究の手法

　釜山市を代表する４つの山釜山市を代表する４つの山釜山市を代表する４つの山釜山市を代表する４つの山
を保全対象の山として抽出し、を保全対象の山として抽出し、を保全対象の山として抽出し、を保全対象の山として抽出し、
この山について可視不可視・この山について可視不可視・この山について可視不可視・この山について可視不可視・
仰角計算を行う。仰角計算を行う。仰角計算を行う。仰角計算を行う。

　仰角５゜～１０゜の視点場仰角５゜～１０゜の視点場仰角５゜～１０゜の視点場仰角５゜～１０゜の視点場
群を、山を望む良好な視点場群を、山を望む良好な視点場群を、山を望む良好な視点場群を、山を望む良好な視点場
群として抽出する。群として抽出する。群として抽出する。群として抽出する。

　抽出された視点場群から視線を飛ばし、山並みスカイライン及び標高１０抽出された視点場群から視線を飛ばし、山並みスカイライン及び標高１０抽出された視点場群から視線を飛ばし、山並みスカイライン及び標高１０抽出された視点場群から視線を飛ばし、山並みスカイライン及び標高１０
０ｍラインを切らないような建物高さを算出する。０ｍラインを切らないような建物高さを算出する。０ｍラインを切らないような建物高さを算出する。０ｍラインを切らないような建物高さを算出する。

　各視点場群において、各用途地域の視覚量・視線入射角の分析を行い、以各視点場群において、各用途地域の視覚量・視線入射角の分析を行い、以各視点場群において、各用途地域の視覚量・視線入射角の分析を行い、以各視点場群において、各用途地域の視覚量・視線入射角の分析を行い、以
上の分析結果から景観保全の地域とその方向性を検討していく。上の分析結果から景観保全の地域とその方向性を検討していく。上の分析結果から景観保全の地域とその方向性を検討していく。上の分析結果から景観保全の地域とその方向性を検討していく。

　　最初に、最初に、最初に、最初に、1/25,0001/25,0001/25,0001/25,000の地図を用いて各種２５０ｍメッシュデータを作成し、の地図を用いて各種２５０ｍメッシュデータを作成し、の地図を用いて各種２５０ｍメッシュデータを作成し、の地図を用いて各種２５０ｍメッシュデータを作成し、
このデータをもとにＣＧを作成する。このデータをもとにＣＧを作成する。このデータをもとにＣＧを作成する。このデータをもとにＣＧを作成する。

研究の手法研究の手法研究の手法研究の手法



視点場群の抽出視点場群の抽出視点場群の抽出視点場群の抽出視点場群の抽出視点場群の抽出視点場群の抽出視点場群の抽出

　山を望む事のできる各メッシュから、山の全可視メッシュに視線を飛ばし山を望む事のできる各メッシュから、山の全可視メッシュに視線を飛ばし山を望む事のできる各メッシュから、山の全可視メッシュに視線を飛ばし山を望む事のできる各メッシュから、山の全可視メッシュに視線を飛ばし
て仰角を計算し、最大仰角をこの視点場の山に対する仰角とする。仰角５゜て仰角を計算し、最大仰角をこの視点場の山に対する仰角とする。仰角５゜て仰角を計算し、最大仰角をこの視点場の山に対する仰角とする。仰角５゜て仰角を計算し、最大仰角をこの視点場の山に対する仰角とする。仰角５゜
～１０゜の視点場群を、山を望む良好な視点場群として抽出する。～１０゜の視点場群を、山を望む良好な視点場群として抽出する。～１０゜の視点場群を、山を望む良好な視点場群として抽出する。～１０゜の視点場群を、山を望む良好な視点場群として抽出する。

　河川や、海を除く各メッシュから山のメッシュへ視線を飛ばし、この視線河川や、海を除く各メッシュから山のメッシュへ視線を飛ばし、この視線河川や、海を除く各メッシュから山のメッシュへ視線を飛ばし、この視線河川や、海を除く各メッシュから山のメッシュへ視線を飛ばし、この視線
が他のメッシュに阻害されずに結べるか否かによって、可視不可視を判定すが他のメッシュに阻害されずに結べるか否かによって、可視不可視を判定すが他のメッシュに阻害されずに結べるか否かによって、可視不可視を判定すが他のメッシュに阻害されずに結べるか否かによって、可視不可視を判定す
る。る。る。る。

可視不可視分析可視不可視分析可視不可視分析可視不可視分析

仰角分析と視点場群の抽出仰角分析と視点場群の抽出仰角分析と視点場群の抽出仰角分析と視点場群の抽出

白陽山に対する可視視点場群と仰角分布白陽山に対する可視視点場群と仰角分布白陽山に対する可視視点場群と仰角分布白陽山に対する可視視点場群と仰角分布 仰角５°～１０°の視点場群仰角５°～１０°の視点場群仰角５°～１０°の視点場群仰角５°～１０°の視点場群



建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ
分析（１）分析（１）分析（１）分析（１）分析（１）分析（１）分析（１）分析（１）

　仰角５゜～１０゜の視点場から山を望む際、周囲の建物群が山並みスカイ仰角５゜～１０゜の視点場から山を望む際、周囲の建物群が山並みスカイ仰角５゜～１０゜の視点場から山を望む際、周囲の建物群が山並みスカイ仰角５゜～１０゜の視点場から山を望む際、周囲の建物群が山並みスカイ
ラインを切らないような建物最高高さを算出する。また、釜山市は標高１０ラインを切らないような建物最高高さを算出する。また、釜山市は標高１０ラインを切らないような建物最高高さを算出する。また、釜山市は標高１０ラインを切らないような建物最高高さを算出する。また、釜山市は標高１０
０ｍ以上は開発不可地域として指定されているため、緑地地域が多い。よっ０ｍ以上は開発不可地域として指定されているため、緑地地域が多い。よっ０ｍ以上は開発不可地域として指定されているため、緑地地域が多い。よっ０ｍ以上は開発不可地域として指定されているため、緑地地域が多い。よっ
て山裾標高１００ｍラインを切らないような建物高さの算出も行った。て山裾標高１００ｍラインを切らないような建物高さの算出も行った。て山裾標高１００ｍラインを切らないような建物高さの算出も行った。て山裾標高１００ｍラインを切らないような建物高さの算出も行った。

　仰角５゜～１０゜の視点場から山を望む際、視覚的影響を受ける範囲を、仰角５゜～１０゜の視点場から山を望む際、視覚的影響を受ける範囲を、仰角５゜～１０゜の視点場から山を望む際、視覚的影響を受ける範囲を、仰角５゜～１０゜の視点場から山を望む際、視覚的影響を受ける範囲を、
視覚範囲（判定範囲）として設定する。この視覚範囲は、ある視点場の山に視覚範囲（判定範囲）として設定する。この視覚範囲は、ある視点場の山に視覚範囲（判定範囲）として設定する。この視覚範囲は、ある視点場の山に視覚範囲（判定範囲）として設定する。この視覚範囲は、ある視点場の山に
対する可視最大距離と、可視不可視に関わらない最大水平角より求める。対する可視最大距離と、可視不可視に関わらない最大水平角より求める。対する可視最大距離と、可視不可視に関わらない最大水平角より求める。対する可視最大距離と、可視不可視に関わらない最大水平角より求める。

視覚範囲（判定範囲）の確立視覚範囲（判定範囲）の確立視覚範囲（判定範囲）の確立視覚範囲（判定範囲）の確立

可視最大距離

視点場

可視最大距離

視点場

この判定範囲内に含まれる住この判定範囲内に含まれる住この判定範囲内に含まれる住この判定範囲内に含まれる住
居、商業、工業系地域につい居、商業、工業系地域につい居、商業、工業系地域につい居、商業、工業系地域につい
て建物最高高さの計算を行って建物最高高さの計算を行って建物最高高さの計算を行って建物最高高さの計算を行っ
ていく。ていく。ていく。ていく。

建物最高高さ分析建物最高高さ分析建物最高高さ分析建物最高高さ分析



建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ
分析（２）分析（２）分析（２）分析（２）分析（２）分析（２）分析（２）分析（２）

　視覚範囲内に含まれる住居・商業・工業系地域のメッシュを抽出する。視覚範囲内に含まれる住居・商業・工業系地域のメッシュを抽出する。視覚範囲内に含まれる住居・商業・工業系地域のメッシュを抽出する。視覚範囲内に含まれる住居・商業・工業系地域のメッシュを抽出する。

建物最高高さ分析手法建物最高高さ分析手法建物最高高さ分析手法建物最高高さ分析手法

※赤く示された地域は山メッシュ（標高 100ｍ以上）※赤く示された地域は山メッシュ（標高 100ｍ以上）

山のメッシュと交わったときの仰角山のメッシュと交わったときの仰角山のメッシュと交わったときの仰角山のメッシュと交わったときの仰角
から建物最高高さＨを求める。から建物最高高さＨを求める。から建物最高高さＨを求める。から建物最高高さＨを求める。

Ｈ

抽出されたメッシュ　　の左下の点抽出されたメッシュ　　の左下の点抽出されたメッシュ　　の左下の点抽出されたメッシュ　　の左下の点
（▲点）を通過する視線を仰角３０（▲点）を通過する視線を仰角３０（▲点）を通過する視線を仰角３０（▲点）を通過する視線を仰角３０
度で飛ばし、０．１度刻みで仰角を度で飛ばし、０．１度刻みで仰角を度で飛ばし、０．１度刻みで仰角を度で飛ばし、０．１度刻みで仰角を
下げていく。下げていく。下げていく。下げていく。



建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ
分析（３）分析（３）分析（３）分析（３）分析（３）分析（３）分析（３）分析（３）

※赤く示された地域は山メッシュ（標高 100ｍ以上）※赤く示された地域は山メッシュ（標高 100ｍ以上）

　手前に障害物があり、山を望むことのできない場合は、山以外の地形メッ手前に障害物があり、山を望むことのできない場合は、山以外の地形メッ手前に障害物があり、山を望むことのできない場合は、山以外の地形メッ手前に障害物があり、山を望むことのできない場合は、山以外の地形メッ
シュと交わった時点の仰角から建物最高高さＨを求める。シュと交わった時点の仰角から建物最高高さＨを求める。シュと交わった時点の仰角から建物最高高さＨを求める。シュと交わった時点の仰角から建物最高高さＨを求める。

※赤く示された地域は山メッシュ（標高 100ｍ以上）※赤く示された地域は山メッシュ（標高 100ｍ以上）

　山裾標高１００ｍラインを切らないような建物高さを求める場合は、山山裾標高１００ｍラインを切らないような建物高さを求める場合は、山山裾標高１００ｍラインを切らないような建物高さを求める場合は、山山裾標高１００ｍラインを切らないような建物高さを求める場合は、山
のメッシュと視線が交差してもさらに仰角を下げていき、山メッシュ以外のメッシュと視線が交差してもさらに仰角を下げていき、山メッシュ以外のメッシュと視線が交差してもさらに仰角を下げていき、山メッシュ以外のメッシュと視線が交差してもさらに仰角を下げていき、山メッシュ以外
のメッシュと交わった時点の仰角から建物高さＨを算出する。。のメッシュと交わった時点の仰角から建物高さＨを算出する。。のメッシュと交わった時点の仰角から建物高さＨを算出する。。のメッシュと交わった時点の仰角から建物高さＨを算出する。。

Ｈ

Ｈ



建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ
分析（４）分析（４）分析（４）分析（４）分析（４）分析（４）分析（４）分析（４）

　以上の手法により求めた建物最高高さは、１つのメッシュにつき複数の以上の手法により求めた建物最高高さは、１つのメッシュにつき複数の以上の手法により求めた建物最高高さは、１つのメッシュにつき複数の以上の手法により求めた建物最高高さは、１つのメッシュにつき複数の
結果が算出されることになる。そこで以下の手法で各メッシュの建物最高結果が算出されることになる。そこで以下の手法で各メッシュの建物最高結果が算出されることになる。そこで以下の手法で各メッシュの建物最高結果が算出されることになる。そこで以下の手法で各メッシュの建物最高
高さを決定することとする。高さを決定することとする。高さを決定することとする。高さを決定することとする。

建物最高高さの決定建物最高高さの決定建物最高高さの決定建物最高高さの決定

　複数の計算結果のうち、複数の計算結果のうち、複数の計算結果のうち、複数の計算結果のうち、最低最低最低最低
の値の値の値の値をこのメッシュの建物最高をこのメッシュの建物最高をこのメッシュの建物最高をこのメッシュの建物最高

高さとする高さとする高さとする高さとする。。。。

最低値から求最低値から求最低値から求最低値から求
める場合める場合める場合める場合

　複数の計算結果から、平均値と複数の計算結果から、平均値と複数の計算結果から、平均値と複数の計算結果から、平均値と
標準偏差を求める。この複数の計標準偏差を求める。この複数の計標準偏差を求める。この複数の計標準偏差を求める。この複数の計
算結果のうち突出した値をとるも算結果のうち突出した値をとるも算結果のうち突出した値をとるも算結果のうち突出した値をとるも
のを省くため、のを省くため、のを省くため、のを省くため、平均値±標準偏差平均値±標準偏差平均値±標準偏差平均値±標準偏差
を満たす値についてのみ平均値を満たす値についてのみ平均値を満たす値についてのみ平均値を満たす値についてのみ平均値をををを
求め、これをこのメッシュの建物求め、これをこのメッシュの建物求め、これをこのメッシュの建物求め、これをこのメッシュの建物
最高高さとする。最高高さとする。最高高さとする。最高高さとする。

平均値から求平均値から求平均値から求平均値から求
める場合める場合める場合める場合

例として白陽山の場合について以例として白陽山の場合について以例として白陽山の場合について以例として白陽山の場合について以
下に述べる。下に述べる。下に述べる。下に述べる。



建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ建物最高高さ
分析（５）分析（５）分析（５）分析（５）分析（５）分析（５）分析（５）分析（５）

（例）白陽山の場合（例）白陽山の場合（例）白陽山の場合（例）白陽山の場合

山並みスカイライン山並みスカイライン山並みスカイライン山並みスカイライン
による建物最高高さによる建物最高高さによる建物最高高さによる建物最高高さ
（平均値）（平均値）（平均値）（平均値）

標高１００ｍライン標高１００ｍライン標高１００ｍライン標高１００ｍライン
による建物最高高さによる建物最高高さによる建物最高高さによる建物最高高さ
（平均値）（平均値）（平均値）（平均値）

山並みスカイライン山並みスカイライン山並みスカイライン山並みスカイライン
による建物最高高さによる建物最高高さによる建物最高高さによる建物最高高さ
（最低値）（最低値）（最低値）（最低値）

０ｍ～２０ｍ０ｍ～２０ｍ０ｍ～２０ｍ０ｍ～２０ｍ
２０ｍ～４０ｍ２０ｍ～４０ｍ２０ｍ～４０ｍ２０ｍ～４０ｍ
４０ｍ～６０ｍ４０ｍ～６０ｍ４０ｍ～６０ｍ４０ｍ～６０ｍ
６０ｍ～８０ｍ６０ｍ～８０ｍ６０ｍ～８０ｍ６０ｍ～８０ｍ

　１００ｍ以上１００ｍ以上１００ｍ以上１００ｍ以上
海海海海・陸水・陸水・陸水・陸水
市域外市域外市域外市域外・山・山・山・山

０ｍ０ｍ０ｍ０ｍ

　８０ｍ～１００ｍ　８０ｍ～１００ｍ　８０ｍ～１００ｍ　８０ｍ～１００ｍ

標高１００ｍライン標高１００ｍライン標高１００ｍライン標高１００ｍライン
による建物最高高さによる建物最高高さによる建物最高高さによる建物最高高さ
（最低値）（最低値）（最低値）（最低値）



視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析
（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）

　ある視点場から望むことのできる各用途地域及び山の視覚的な割合を求ある視点場から望むことのできる各用途地域及び山の視覚的な割合を求ある視点場から望むことのできる各用途地域及び山の視覚的な割合を求ある視点場から望むことのできる各用途地域及び山の視覚的な割合を求
めるため、仰角５°～１０°視点場群において、各用途地域の視覚量の分めるため、仰角５°～１０°視点場群において、各用途地域の視覚量の分めるため、仰角５°～１０°視点場群において、各用途地域の視覚量の分めるため、仰角５°～１０°視点場群において、各用途地域の視覚量の分
析を行った。この分析では、ビジュアルスクリーンの概念を用い視覚量を析を行った。この分析では、ビジュアルスクリーンの概念を用い視覚量を析を行った。この分析では、ビジュアルスクリーンの概念を用い視覚量を析を行った。この分析では、ビジュアルスクリーンの概念を用い視覚量を
算出した。算出した。算出した。算出した。

視覚量の分析視覚量の分析視覚量の分析視覚量の分析

100100100100ｍ刻みｍ刻みｍ刻みｍ刻み

１度刻み１度刻み１度刻み１度刻み

　本研究で用いたビジュアルスクリーンは、視点場を中心とする円筒状の　本研究で用いたビジュアルスクリーンは、視点場を中心とする円筒状の　本研究で用いたビジュアルスクリーンは、視点場を中心とする円筒状の　本研究で用いたビジュアルスクリーンは、視点場を中心とする円筒状の
スクリーン（左右１度刻み、上下１００ｍ刻みのドットで構成）に視線をスクリーン（左右１度刻み、上下１００ｍ刻みのドットで構成）に視線をスクリーン（左右１度刻み、上下１００ｍ刻みのドットで構成）に視線をスクリーン（左右１度刻み、上下１００ｍ刻みのドットで構成）に視線を
で飛ばし、視線とポリゴンの交点の有無から地形を描画していくものであで飛ばし、視線とポリゴンの交点の有無から地形を描画していくものであで飛ばし、視線とポリゴンの交点の有無から地形を描画していくものであで飛ばし、視線とポリゴンの交点の有無から地形を描画していくものであ
る。今回は各視点場の判定範囲内においてビジュアルスクリーンを形成し、る。今回は各視点場の判定範囲内においてビジュアルスクリーンを形成し、る。今回は各視点場の判定範囲内においてビジュアルスクリーンを形成し、る。今回は各視点場の判定範囲内においてビジュアルスクリーンを形成し、
各用途地域の視覚量の割合を算出していった。各用途地域の視覚量の割合を算出していった。各用途地域の視覚量の割合を算出していった。各用途地域の視覚量の割合を算出していった。

ビジュアルスクリーンとはビジュアルスクリーンとはビジュアルスクリーンとはビジュアルスクリーンとは



視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析視点場群の分析
（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）

　ある視点場における、各用途地域及び山の見やすさを求めるため、仰角ある視点場における、各用途地域及び山の見やすさを求めるため、仰角ある視点場における、各用途地域及び山の見やすさを求めるため、仰角ある視点場における、各用途地域及び山の見やすさを求めるため、仰角
５°～１０°視点場群において、視線入射角の分析を行った。５°～１０°視点場群において、視線入射角の分析を行った。５°～１０°視点場群において、視線入射角の分析を行った。５°～１０°視点場群において、視線入射角の分析を行った。

　まず、視覚量の分析と同じ手法で視線を飛ばし、視線と交わるポリゴン　まず、視覚量の分析と同じ手法で視線を飛ばし、視線と交わるポリゴン　まず、視覚量の分析と同じ手法で視線を飛ばし、視線と交わるポリゴン　まず、視覚量の分析と同じ手法で視線を飛ばし、視線と交わるポリゴン
を抽出する。抽出されたポリゴンの法線ベクトルと、視線のベクトルの角を抽出する。抽出されたポリゴンの法線ベクトルと、視線のベクトルの角を抽出する。抽出されたポリゴンの法線ベクトルと、視線のベクトルの角を抽出する。抽出されたポリゴンの法線ベクトルと、視線のベクトルの角
度から、視線入射角を算出する。また、この時抽出されたポリゴンの属す度から、視線入射角を算出する。また、この時抽出されたポリゴンの属す度から、視線入射角を算出する。また、この時抽出されたポリゴンの属す度から、視線入射角を算出する。また、この時抽出されたポリゴンの属す
るメッシュの用途地域の判定も行い、各用途地域別平均視線入射角を算出るメッシュの用途地域の判定も行い、各用途地域別平均視線入射角を算出るメッシュの用途地域の判定も行い、各用途地域別平均視線入射角を算出るメッシュの用途地域の判定も行い、各用途地域別平均視線入射角を算出
する。する。する。する。

視線入射角の分析視線入射角の分析視線入射角の分析視線入射角の分析

住居系地域の視覚量割合住居系地域の視覚量割合住居系地域の視覚量割合住居系地域の視覚量割合 住居系地域への視線入射角住居系地域への視線入射角住居系地域への視線入射角住居系地域への視線入射角



工業系地域の視覚量割合工業系地域の視覚量割合工業系地域の視覚量割合工業系地域の視覚量割合

商業系地域の視覚量割合商業系地域の視覚量割合商業系地域の視覚量割合商業系地域の視覚量割合

工業系地域への視線入射角工業系地域への視線入射角工業系地域への視線入射角工業系地域への視線入射角

商業系地域への視線入射角商業系地域への視線入射角商業系地域への視線入射角商業系地域への視線入射角



山の視覚量割合山の視覚量割合山の視覚量割合山の視覚量割合

緑地系地域の視覚量割合緑地系地域の視覚量割合緑地系地域の視覚量割合緑地系地域の視覚量割合

山への視線入射角山への視線入射角山への視線入射角山への視線入射角

緑地系地域への視線入射角緑地系地域への視線入射角緑地系地域への視線入射角緑地系地域への視線入射角



視点場群の分析より、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視点場群の分析より、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視点場群の分析より、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視点場群の分析より、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　①山の視覚量割合の大きい（視覚量割合４５％以上）視点場　　　　　　①山の視覚量割合の大きい（視覚量割合４５％以上）視点場　　　　　　①山の視覚量割合の大きい（視覚量割合４５％以上）視点場　　　　　　①山の視覚量割合の大きい（視覚量割合４５％以上）視点場　　　　
　　　　②山への視線入射角が大きい（視線入射角１２゜以上）視点場　　　　　②山への視線入射角が大きい（視線入射角１２゜以上）視点場　　　　　②山への視線入射角が大きい（視線入射角１２゜以上）視点場　　　　　②山への視線入射角が大きい（視線入射角１２゜以上）視点場　
　　　　　　　　　　　③可視量割合・視線入射角ともに大きい視点場　　　　　　　　　　　　③可視量割合・視線入射角ともに大きい視点場　　　　　　　　　　　　③可視量割合・視線入射角ともに大きい視点場　　　　　　　　　　　　③可視量割合・視線入射角ともに大きい視点場　
　　　　　　　　　　　　　の周辺地域を山並み景観上重要な地域として　　　　　　　　　　　　　の周辺地域を山並み景観上重要な地域として　　　　　　　　　　　　　の周辺地域を山並み景観上重要な地域として　　　　　　　　　　　　　の周辺地域を山並み景観上重要な地域として
設定する。　　　　　　　　　白陽山においては以下のようになる。設定する。　　　　　　　　　白陽山においては以下のようになる。設定する。　　　　　　　　　白陽山においては以下のようになる。設定する。　　　　　　　　　白陽山においては以下のようになる。

山並み景観保全についての検討（１）山並み景観保全についての検討（１）山並み景観保全についての検討（１）山並み景観保全についての検討（１）

山の視覚量割合・視線入山の視覚量割合・視線入山の視覚量割合・視線入山の視覚量割合・視線入
射角ともに大きい視点場射角ともに大きい視点場射角ともに大きい視点場射角ともに大きい視点場

山の視覚量割合・視線入山の視覚量割合・視線入山の視覚量割合・視線入山の視覚量割合・視線入
射角ともに大きい視点場射角ともに大きい視点場射角ともに大きい視点場射角ともに大きい視点場

山の視覚量割合の山の視覚量割合の山の視覚量割合の山の視覚量割合の
大きい地域大きい地域大きい地域大きい地域

山の視覚量割合の山の視覚量割合の山の視覚量割合の山の視覚量割合の
大きい視点場大きい視点場大きい視点場大きい視点場



　山並み景観上重要な地域においては、山をより良好に望むためにも、山　山並み景観上重要な地域においては、山をより良好に望むためにも、山　山並み景観上重要な地域においては、山をより良好に望むためにも、山　山並み景観上重要な地域においては、山をより良好に望むためにも、山
裾標高１００ｍラインによる建物高さ制限が望ましい。特に、先の建物最裾標高１００ｍラインによる建物高さ制限が望ましい。特に、先の建物最裾標高１００ｍラインによる建物高さ制限が望ましい。特に、先の建物最裾標高１００ｍラインによる建物高さ制限が望ましい。特に、先の建物最
高高さ分析で平均・最低値ともに低い値をとる地域は厳しい建物高さ制限高高さ分析で平均・最低値ともに低い値をとる地域は厳しい建物高さ制限高高さ分析で平均・最低値ともに低い値をとる地域は厳しい建物高さ制限高高さ分析で平均・最低値ともに低い値をとる地域は厳しい建物高さ制限
規制が必要であると思われる。また、その他の地域でも景観保全のために、規制が必要であると思われる。また、その他の地域でも景観保全のために、規制が必要であると思われる。また、その他の地域でも景観保全のために、規制が必要であると思われる。また、その他の地域でも景観保全のために、
山並みスカイラインによる建物高さ制限を行うことが望ましい。　　　　山並みスカイラインによる建物高さ制限を行うことが望ましい。　　　　山並みスカイラインによる建物高さ制限を行うことが望ましい。　　　　山並みスカイラインによる建物高さ制限を行うことが望ましい。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

山並み景観保全についての検討（２）山並み景観保全についての検討（２）山並み景観保全についての検討（２）山並み景観保全についての検討（２）

厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望
まれる地域まれる地域まれる地域まれる地域
（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）

やや厳しい建物高さ制限やや厳しい建物高さ制限やや厳しい建物高さ制限やや厳しい建物高さ制限
が望まれる地域が望まれる地域が望まれる地域が望まれる地域
（建物高さ６０ｍ以下）（建物高さ６０ｍ以下）（建物高さ６０ｍ以下）（建物高さ６０ｍ以下）

厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望
まれる地域まれる地域まれる地域まれる地域
（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）

厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望厳しい建物高さ制限が望
まれる地域まれる地域まれる地域まれる地域
（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）（建物高さ２０ｍ以下）



　　　　

　釜山市の住居系地域は、比較的標高の高い地域に分布　釜山市の住居系地域は、比較的標高の高い地域に分布　釜山市の住居系地域は、比較的標高の高い地域に分布　釜山市の住居系地域は、比較的標高の高い地域に分布
しており、山並み景観に与える影響が大きく、建物高さしており、山並み景観に与える影響が大きく、建物高さしており、山並み景観に与える影響が大きく、建物高さしており、山並み景観に与える影響が大きく、建物高さ
制限等の建築規制の必要性を認識することができた。制限等の建築規制の必要性を認識することができた。制限等の建築規制の必要性を認識することができた。制限等の建築規制の必要性を認識することができた。

　また、今回の研究では、視点場と周辺地域の地形的情　また、今回の研究では、視点場と周辺地域の地形的情　また、今回の研究では、視点場と周辺地域の地形的情　また、今回の研究では、視点場と周辺地域の地形的情
報から、山並み景観保全の地域の指定と、その方向性を報から、山並み景観保全の地域の指定と、その方向性を報から、山並み景観保全の地域の指定と、その方向性を報から、山並み景観保全の地域の指定と、その方向性を
示すことができた。示すことができた。示すことができた。示すことができた。
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的資料となるものと思われる。　　　　　　　　　　的資料となるものと思われる。　　　　　　　　　　的資料となるものと思われる。　　　　　　　　　　的資料となるものと思われる。　　　　　　　　　　


